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全
く
起
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
村
の

消
防
団
が
７
箇
所
の
避
難
所
に
分
担

し
て
張
り
付
き
、
住
民
の
誘
導
、
世

話
活
動
の
他
に
、
地
震
後
す
ぐ
に
一

軒
一
軒
住
家
を
ま
わ
り
、
ブ
レ
ー
カ

ー
（
電
源
）
を
切
っ
て
、
火
災
の
予

防
に
努
め
た
と
の
こ
と
、
特
筆
す
べ

き
で
あ
る
。

災
害
後
の
避
難
所
の
様
子
は
、
水

が
な
く
ト
イ
レ
の
処
理
に
難
儀
さ
れ

た
そ
う
で
あ
る
。
突
然
の
生
活
の
変

化
に
つ
い
て
行
け
な
く
、
避
難
所
か

ら
抜
け
出
す
お
年
寄
り
も
お
り
、
探

し
出
す
仕
事
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
生
活
物
資
と
し
て
精
薄
施
設

な
ど
か
ら
、
手
作
り
の
パ
ン
が
届
け

全
国
有
数
の
豪
雪
地
と
し
て
も
知
ら

れ
、
人
口
２
３
０
０
人
、
９
０
０
世

帯
の
村
で
あ
る
。

平
成
23
年
３
月
12
日
、
午
前
３
時

59
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
７
の

長
野
県
北
部
地
震
が
起
き
た
。
住
家

全
壊
33
棟
、
半
壊
１
６
９
棟
、
橋
の

崩
落
、
道
路
決
壊
、
農
地
被
害
８
３

２
箇
所
、
山
崩
れ
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
飯
山

線
の
損
壊
な
ど
す
さ
ま
じ
い
被
害
を

受
け
た
。
秋
山
地
区
を
除
き
、
全
域

に
避
難
指
示
を
発
令
、
村
７
箇
所
に

避
難
所
を
設
営
し
、
村
の
８
割
に
当

た
る
１
７
８
７
人
が
避
難
さ
れ
、
大

混
乱
の
中
、
地
区
の
区
長
さ
ん
達
が

中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
。

避
難
生
活
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
災

害
関
連
死
が
３
名
お
ら
れ
た
が
、
軽

傷
者
10
名
と
少
な
く
、
ま
た
火
災
が

研
修
参
加
者
　
　
　
　
阿
部
　
栄
悦

見
上
　
政
子

腰
山
　
良
悦
　
　
　

平
成
25
年
７
月
26
日
午
前
９
時
、

長
野
県
栄
村
役
場
に
入
り
、
上
倉
議

会
事
務
局
長
の
案
内
に
よ
り
二
階
の

会
議
室
に
入
っ
た
。

早
速
、
島
田
茂
樹
村
長
、
福
原
和

人
議
長
が
大
変
忙
し
い
中
、
私
達
を

歓
迎
し
て
下
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。
島
田
村
長
は
、
村

の
概
略
、
当
時
の
地
震
の
状
況
、
復

興
の
課
題
、
今
取
組
ん
で
い
る
事
業

な
ど
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

栄
村
は
、
長
野
県
の
最
北
端
に
位

置
す
る
２
７
１
㎢
の
面
積
で
、
八
峰

町
よ
り
や
や
広
い
面
積
を
要
し
、
山

林
原
野
が
93
％
を
占
め
る
。
北
は
千

曲
川
が
東
西
に
、
南
は
２
０
０
０
ｍ

級
の
山
々
が
連
な
る
山
岳
地
帯
で
、

翌
27
日
は
、
栄
村
の
研
修
を
終
え
、

次
の
研
修
地
で
あ
る
佐
渡
島
に
渡
り
、

「
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
」を
視
察
、

野
生
復
帰
の
た
め
の
訓
練
を
し
て
い

る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
人
と

動
物
が
共
生
す
る
自
然
の
あ
り
方
、

大
切
さ
を
感
じ
て
帰
路
に
つ
い
た
。

越
え
、
集
落
に
子
ど
も
の
元
気
な
声

が
響
く
村
を
」
目
標
に
、

①
　
暮
ら
し
の
拠
点
・
集
落
の
復

興
・
再
生

②
　
農
業
を
軸
に
資
源
を
活
か
し
た

新
た
な
産
業
振
興

③
　
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築

３
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
道
路

や
橋
の
復
旧
な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

村
長
始
め
、
役
場
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
復
興
に
取
組
ん
で
お
り
、
ヤ

ル
気
の
力
強
さ
を
感
じ
な
が
ら
研
修

を
終
え
た
。

住
民
ヘ
ル
パ
ー
が
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
登
録
し
、
村
内
集
落
を
８
地
区

に
分
け
、
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
作
り
、
24
時
間
の
介

護
を
実
現
さ
せ
る
も
の
で
、
住
民
パ

ワ
ー
を
持
っ
て
住
民
に
よ
る
安
心
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
高
齢
者
が
住
み
な
れ

た
郷
土
で
希
望
を
抱
き
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
か

ら
組
織
さ
れ
た
。
現
在
１
１
６
名
の

登
録
者
が
お
り
、
村
全
体
で
20
名
に

１
人
の
割
合
で
存
在
す
る
。

今
、
村
で
は
国
か
ら
の
復
興
予
算

も
あ
っ
て
、
18
棟
31
戸
の
復
興
住
宅

が
完
成
し
、
平
成
24
年
12
月
か
ら
入

居
を
始
め
た
と
の
事
で
あ
る
。
村
の

復
興
計
画
を
策
定
し
、「
震
災
を
乗
り

ら
れ
た
り
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
各

方
面
よ
り
多
く
の
支
援
を
受
け
て
、

そ
の
善
意
が
身
に
し
み
て
あ
り
が
た

か
っ
た
と
の
こ
と
。

地
震
後
の
村
の
対
応
は
、
生
活
関

連
の
窓
口
業
務
の
み
と
し
、
役
場
機

能
の
全
て
を
地
震
対
策
、
復
興
に
取

り
組
み
、
２
年
を
経
て
や
っ
と
落
ち

着
い
て
き
た
と
の
事
で
あ
る
。
平
成

25
年
３
月
ま
で
に
届
い
た
義
援
金
が

８
億
７
４
０
０
万
円
、
寄
付
金
２
億

３
３
０
０
万
円
で
あ
り
、「
結
い
」
と

い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
３
９
０
０
人

い
て
、
今
も
組
織
と
し
て
続
い
て
い

る
。
各
方
面
の
視
察
も
一
切
断
っ
て

い
た
が
、
今
よ
う
や
っ
と
受
け
入
れ

る
体
制
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

栄
村
に
「
げ
た
ば
き
ヘ
ル
パ
ー
」

と
い
う
組
織
が
あ
る
。
平
年
２
〜
３

ｍ
の
積
雪
地
に
あ
り
、
山
里
に
点
在

し
た
集
落
で
24
時
間
ヘ
ル
パ
ー
が
駆

け
つ
け
、
安
否
の
確
認
と
介
護
が
で

き
る
態
勢
づ
く
り
を
期
す
る
も
の
で
、

名
前
は
近
所
、
隣
な
ら
下
駄
を
履
い

て
、
真
夜
中
で
も
雪
の
中
で
も
駆
け

つ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
事
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
。
31
集
落
の
有
資
格
者
の
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登録者から、説明を聞く

橋の復旧現場

島田村長の説明

日本最高積雪地点（７m85㎝）の
記録がある栄村の「森宮野原駅」


